
廃棄物の分別・計量で発生抑制とリサイクル推進を図る
循環型社会を目指して

食品リサイクルループによるメリット
循環型社会を目指して

地元の農業生産者との協働なので、地産地消の取り組みになる



一宮市にある堆肥場で未利用食品（生ごみ）を原料に堆肥を製造します。
子ども達は堆肥場で、未利用食品（生ごみ）が堆肥になるところを見学しました。

「野菜クズ」と「魚のアラ」を堆肥場に入れて、発酵させ、
堆肥を作ります。発酵するときにガスが発生して臭気が強く、
子ども達はちょっとびっくり、でも、生ごみを堆肥に
してくれるのは小さなバクテリアです。
ガスを出し、熱を出して堆肥を作っています。

出来上がった堆肥は完熟なので、臭いもなく熱くもない、
さらさらの土のようです。
子ども達は手で触って確かめました。

廃棄物の分別・計量で発生抑制とリサイクル推進を図る
食品リサイクルは命をつなぐ環

堆肥をまいた畑で大根の収穫体験をしました。

一人2本抜くことになり、
子ども達はどれを抜こうか、
真剣に選んで、一番太くて
まっすぐな大根を探して、
力いっぱい抜きました。

みんな選んで抜いた大根を持ってごきげんです。
大根はいえで待っている家族へのお土産。
自分で抜いた大根はちょっと自慢です。

廃棄物の分別・計量で発生抑制とリサイクル推進を図る
食品リサイクルは命をつなぐ環



循環型社会を目指して
各地で広がるリサイクルループ
営業店舗所在地でリサイクルループを構築

環境にやさしい容器包装

2014年辞退率……８６.０%
レジ袋枚数68,454千枚 616ｔ
リサイクル料 1億6,104万円
関西2県含め全店舗で無料配布中止完了

2016年辞退率……８６.1%
レジ袋枚数63,572千枚 573ｔ

循環型社会を目指して



■容器包装削減とリサイクルによるCO2削減

環境にやさしい容器包装
循環型社会を目指して

100年後の子ども達のために


